
第 ２ 学 年 算 数 科 学 習 指 導 案  

２年２組 指導者 有 村 竜 希 

１ 単 元  かけ算っていいね 

 

２ 本単元の目標（下線は本単元で子どもがつなぐもの） 

 一つ分の大きさに着目しながら、乗法の式に表したり、読み取ったりする活動を通して、乗

法に関して成り立つ性質を見いだし、それを活用して計算を工夫することができる。 

 

３ 本単元のとらえ 

本学級の子どもたちは、「かけ算」の学習で、乗法が用いられる実際の場面を通して、乗法

の意味を理解し、式に表したり、乗法九九を構成したりしてきた。このような子どもたちが、

一つ分の大きさに着目しながら、乗法に関して成り立つ性質を見いだし、それを活用して計算

を工夫していく。このことは、算数の問題解決の過程で、事象を簡潔、明瞭かつ的確に表現す

ることを可能にし、論理的に考えを進めることができる子どもの姿につながるであろう。 

 本単元は、形や丸を分けたり、動かしたりしながら、乗法の式に表すことと読み取ることを

往還する活動を通して、よりよい丸の総数の求め方を追究していく学習である。子どもたちは、

様々な形に並べられたものを見た際、１つずつ数えたり、２とびで数えたりするであろう。そ

して総数を数えることに時間がかかり煩わしさを感じるであろう。その際、一つ分の大きさに

着目しながら、形や丸を分けることを大切にしたい。さらに、形や丸を動かし、長方形や正方

形のような整った形にすることで、より一つ分の大きさに着目しやすくなることにも気付かせ

たい。そうすることで、乗法に関して成り立つ性質を見いだし、それを活用して計算を工夫す

ることができると考える。このことは、乗法のみならず、より簡潔、明瞭かつ的確な数学的表

現を用いて問題解決をすることにつながるであろう。 

そこで、以下のような働きかけを具体化し、本単元でめざす子どもの姿の実現を図る。 

○ 総数を数えることに煩わしさを感じる形を提示する。そうすることで、一つ分の大きさに

着目しながら、形や丸を分けたり動かしたりすることができるようにする。 

○ 簡単さ、わかりやすさ、正確さを視点によりよい丸の総数の求め方を交流するよう促す。

そうすることで、一つ分の大きさに着目しながら、よりきれいなまとまりをつくることがで

きるようにする。 

○ 異なる形に並べられた丸の総数を求める新たな問題解決場面を繰り返し設定する。そうす

ることで、一つ分の大きさに自覚的に着目し、よりよい丸の総数の求め方を見いだそうとす

ることができるようにする。 

 

４ 本単元の評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態） 

○被乗数、乗数、積の関係や交換

法則、結合法則、分配法則を理

解している。 

○一つ分の大きさに着目しなが

ら、乗法に関して成り立つ性質

を見いだし、丸の総数を簡単な

式で求めている。 

○乗法に関して成り立つ性質を学

習や生活に生かそうとしてい

る。 

 

５ 指導計画（全４時間） 

第１次 九九表を用いて乗法に関して成り立つ性質を調べる（１時間） 

第２次 丸の総数を求める場面を乗法の式に表したり、式を読み取ったりする（３時間）【本時３／３】  

 

 



６ 本時の学習指導  【令和５年１０月２４日 １０：２０～１１：０５ ２年２組教室】 

（１）主眼  よりよい丸の総数の求め方について話し合うことを通して、一つ分の大きさに

着目して、乗法の式に表したり、式を読み取ったりすることができる。 

（２）本時で子どもがつなぐもの  「一つ分の大きさ（単位・基準）」 

（３）授業の過程 ※下線は教師の働きかけによって引き出したい子どもの反応 

学習過程 

学習活動・学習内容 

子どもの思考の流れ 

引き出したい子どもの反応 

○教師の働きかけと 

めざす子どもの姿 

１ 規則的に並べら

れた丸の総数の求

め方について話し

合う。  （７分） 

・一つ分の大きさに

着目すること 

 

 

 

 

 

 

２ 規則的に並べら

れた丸の総数を乗

法 の 式 に 表 し た

り、式を読み取っ

たりする。（28 分） 

・一つ分の大きさに

着目すること 

・乗法の式に表すこ

と 

・乗法の式を読み取

ること 

・乗法に関して成り

立つ性質 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習を振

り返る。 （10 分） 

・一つ分の大きさに

着目することのよ

さ 

 

・今日はダイヤみたいな形だね。 

Ｂ今までよりきれいなまとまりが見えにくい

から丸の数がよくわからないな。 

 

 

・これまでは動かしたら簡単に求めることが

できたのだけれど、どこを動かしたらよい

のかさっぱりわからないぞ。 

Ａ向きを変えると、きれいな四角が見えて、

４と３のまとまりに囲むことができるよ。 

Ｂ４×４＝16、３×３＝９で合わせて丸の数

は 25 個だね。 

・もっと簡単な式にできないかって先生が言

っているよ。 

・25 は前にも出てきたことがあったよね。 

・25 と言えば、５×５の式１つだけだった

はずだぞ。 

・でも、どこに５のまとまりがあるのかな。 

・あ、２つあったぞ。 

Ａ７のまとまりから２つ取り除くと５のまと

まりが１つできるよ。 

・あ、取り除いた２個を３のまとまりのとこ

ろに動かすと５のまとまりがさらに１つで

きるよ。 

Ｂ残りの２個も、もう１つの３のまとまりに

動かせばよいね。 

・やったぞ。これで、５のまとまりが５つで

きたよ。 

・動かすと５×５の簡単な式にすることがで

きたぞ 

 

 

Ｂ動かしてきれいな形にしたからだよ。 

Ａきれいな形にするとまとまりが見えやすく

なるからね。 

・まとまりが見えると簡単な式にできてよい

ね。 

○きれいなまとまり

が見えにくい形を

提示する。そうす

ることで、向きを

変えたり、動かし

たりして一つ分の

大きさに着目しよ

うとすることがで

きるようにする。   

 

 

 

○簡単さ、わかりやす

さ、正確さを視点

によりよい丸の総

数の求め方を交流

するよう促す。そ

うすることで、一

つ分の大きさに着

目しながら、より

きれいなまとまり

をつくることがで

きるようにする。     

 

 

 

 

○振り返りの際、簡

単な式にできた理

由を問う。そうす

ることで、動かし

て整った形にしな

がら一つ分の大き

さに着目すること

のよさを再認識す

ることができるよ

うにする。       

丸は何個あるのだろう。 

簡単な式にできたのはどうしてかな。  


